











胞間 TJ の形成だけでなく，3 細胞に囲まれた領域の
完全な閉塞が必要である．2 細胞間には，Occludin, 
Claudin，JAM 等が細胞間を架橋することで細胞間
に TJ を形成する．一方，3 細胞間を完全にシールす
るためには，前述とは異なる TJ タンパク質が必要で
ある．これまでに，3 細胞間に囲まれた領域に局在す

























在を観察した．その結果，LSR と Tricellulin は，高
細胞密度では 3 細胞間領域に局在し，低細胞密度で
は２細胞間領域に局在した（図 A）．この局在変化は









酵素 MYPT1 がアピカル側 2 細胞間領域に局在し，ミ
オシンはそこから排除された（図B）．低細胞密度では，
MYPT1 が 2 細胞間領域から排除され，ミオシンがそ
こに局在した．このことは高細胞密度では細胞表層の
細胞張力が減弱していることを示唆する．このような
細胞張力の減弱は，LSR が 3 細胞間領域に局在する
ために必要だった．
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としての 3 細胞間 TJ タンパク質の役割を明らかにで
きると思われる．
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A. Sawano 細胞における内在 3 細胞間 TJ タンパク質 LSR 及び Tricellulin と，2 細胞間 TJ タンパク質 Occludin 及び Claudin4 の局在を
共焦点顕微鏡にて観察した．LSR 及び Tricellulin は細胞密度に依存的に 3 細胞間領域と 2 細胞間領域との間で変化した．一方，
Occludin 及び Claudin4 は常に 2 細胞間に局在した．
B. MRLC2 は低細胞密度では 2 細胞間に局在し，高細胞密度では 2 細胞間から排除された（左）．MYPT1 は高細胞密度では 2 細胞間に局
在し，低細胞密度では 2 細胞間から排除された（右）．
C. 低細胞密度では，細胞表層の環状張力が増強している．このとき LSR は 2 細胞間領域に局在した．高細胞密度では，細胞表層の環状張
力が減弱している．このとき LSR は 3 細胞間領域に局在した．このように，LSR の細胞間領域での局在変化は細胞表層の環状張力の変
化と相関した．
